
台杉
スギは日本固有種で，北は青森県，南は屋久島まで分布し，

樹齢も長く，巨樹も多くみられます。地域により性質が異な

り，たとえば日本

海側のものは積雪

に耐える柔軟な性

質をもちます。北

山の「台杉」はこ

の性質を活かした

特徴ある仕立て方

で，庭樹などとし

て好まれています。

台杉はスギの台木仕立て
のことで，１本の台木か
ら複数本のスギを育てる
方法を台杉林業といい，
北山一帯で発達し，昭和
初期まで行われてきまし
た。この方法で生産した
細丸太は茶室建築の材料
に使用されるなど，京都
の文化を支えました。

A  21
中川八幡宮
スギ〈台杉〉

中川北山町
●高さ5.5ｍ
●幹周0.50ｍ

◆すぎ科／常緑高木

質素なたたずまいの山寺
に接して，杉阪川が流れ
ています。川沿いにはイ
ロハモミジが多く，秋の
紅葉の季節には，鮮やか
な赤や黄色に彩られます。

A  19
桃源山地蔵院
イロハモミジ

杉阪道風町
●高さ16.0ｍ
●幹周2.40ｍ

◆かえで科／落葉高木
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杉阪南谷
●高さ10.0ｍ●幹周1.47ｍ
◆つばき科／常緑高木

サカキは常緑の高木ですが，これ
ほどの大木に育つことは珍しいと
言われています。
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中川北山町
●高さ30.0ｍ●幹周5.30ｍ

◆すぎ科／常緑高木

北山杉には「白杉」という品種が
あり，このスギはその種母杉と言
われています。


